
「～(さ 〉せ て い ただ く」 につ い て

茜 八 重 子

キーワー ド

使役 ・謙譲表現 「～(さ)せ ていただ く」 「許可求め表現」

「宣言表現」 「場」の レベル

1.は じめに

最近よく耳にする,「 ドアを閉めさせていただきます」 というアナウン

スには敬語上の問題があるようにも感 じられるし,使 役形を使 った許可表

現上の問題 も感 じられる。電車のアナウンスに限らず,昨 今の 「～(さ)

せていただく」の多用は,日 本人の敬語意識を変えつつあるとさえ言われ

ている。本来,「 させる」は使役形を使った許可を求め,「いただく」は恩

恵を受けることを表す謙譲語,「 ます」は相手に対する敬意を表す丁寧語

で,非 常に謙譲の度合いが強い表現であるか ら,「へ りくだ りすぎ」は逆

に 「隠された押 しつけ」や 「言葉どおりの気持ちが込め られていない」よ

うに感 じられる場合 も少なくない。

そこで本稿では,「～(さ)せ ていただ く」 に関する用例を集め,使 わ

れ方の現状,そ こに表れた敬意を分析 し,そ の妥当性について考察する。

実際の用例をもとに具体的に検討することは,そ の使われ方の現状把握ば

かりでなく,使 役 ・謙譲表現教育を考える上で基礎的な資料 となり,さ ら

に,今 後の研究対象として考えている,「～いたす」表現 との双方に関わ

る共時的な現象や差異点を明らかにする上で役に立つ ものと思われる。

研究内容,そ して目的上から,次 の仮説をたてる。

一28一



仮 説 「～(さ)せ て い た だ く」 に,実 際 に は 「許 可 を求 め る」 「恩

恵 を受 け る」 とい っ た要 素 が ない 場 合 に は,話 し手 が 「場 」

の レベ ル を考慮 して発 言 して も,.違 和 感 が 生 ず る1)。

2「 ～ させ てい た だ く」 に つ い て

司馬 遼 太 郎 は,『 「日本 語 に は,さ せ てい た だ き ます」 とい う不 思 議 な語

法 が あ る。 これ は浄土 真 宗 の考 え方 か ら来 た もの で,す べ て は 阿弥 陀如 来

のお 陰 とい う考 え方 に準 拠 して いる 。浄 土 真 宗 の 信 徒 だ った 近江 商 人が 各

地 で 商 い をす る うち に 「ご商売 させ て い た だ きます 」 の よ う に,こ の よ う

な言 葉 づ か いが 広 ま った の で は ない か』 と推 測 して い る(1990:p.229〉 。

また 岩 淵(1977)は,東 京 の 「本 日休 業 」 に対 し,昭 和12年 頃 の大 阪 で

は,す で に 「本 日休 業 させ て い た だ き ます」 が 一 般 的 に使 わ れ て い て,

1950年 代 に関西 か ら関 東 へ 広 まった の で は な いか と述 べ て い る。

この 「～ させ てい ただ く」 型 につ い て は,か な り以 前 か ら批 判 が な され

て きた 。 三 上(1955:pp.223～7)は,「 資 本 主 義 末 期 の イ ンギ ン無 礼 な 円

曲 法が マ ンエ ン しつ つ あ る」 とし,こ れ に代 わ り得 る別 な言 い 方 を考 え て

い る。 また,「 公 刊 物 を進 ん で 身銭 で 買 って 来 て,そ れ を 『読 マ セ テ イ タ

ダ ク』 習 慣 はや め た方 が い い。 読 ませ て い た だ か れ側,つ ま り著 者 の 方 で

も さぞ か し くす ぐっ た い こ とだ と思 わ れ る」 と批 判 的 だ し,池 田(1969:

p.229)も,「 お 客様 の好 意 にす が っ て,と い う よ うな,口 先 だ け のい ん ぎ

ん さが ち らつ い て い や な 言 い方 だ」 とか,三 輪(2000:p.133)は,商 業 敬

語 の 範 囲 を こ えて 一般 に も広 が った のが,こ の 「サ セ テ イ タダ ク」 型 だ と

述 べ て い る 。 しか し今 日で は,上 記 の 「愚 勲 無礼 」 の 意味 は 薄 れ 「過 剰 な

丁 寧 さで逃 げ道 を残 す」 とか 「ス トレー トに言 っ た ら鼻 につ くか ら,へ り

1)本 稿 では,「 ～(さ)せ ていただ く」 を 「許可求め表現」 と 「宣言表現」 の双

方か ら考 える。 また,違 和感については次 の ような現象 に限定す る。1)聞 い

ていて抵抗が ある,2)遜 りす ぎて時には卑屈 な感 じを聞 き手 に与 える,3)聞

いていて不 自然 さを感 じる。
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くだ る こ とで,逆 に,そ のす ご さ を浮 き立 た せ よ う と して い る」 等 の コメ

ン トが あ る(朝 日新 聞2002.L28)。 また,現 代 共 通 語 の観 点 か ら,過 剰

使 用 の 理 由の 一 つ と して次 の よ うな意 見 もあ る 。

この 「… …(サ)セ テ イ タダ ク」 が 過剰 に使 わ れ る よ う にな っ た理

由 は い ろ い ろ あ るか と思 い ます が,現 代 共通 語 の観 点 か らは,そ の理

由 の 一 つ と して特 に ビジ ネ ス 関係 な どで,「 オ ・ゴ.。ス ル」 で は 「問

接 尊 重 語 」 に な らな い タ イ プ の動 詞 に も 「.・・(サ)セ テ イ タ ダ ク」

を使 うこ とで 「間接 尊 重 語 」 に し よ う とす る意 識 が働 い て い る こ とが

あ げ られ ます 。 と にか く敬 語 を使 お う,何 と か して 「相 手 」 を高 め よ

う とす る意 識 に よ る一 つ の 現 れ が 「...(サ)セ テ イ タ ダ ク」 の 多 用

につ なが って い る ので は ない で し ょ うか」(蒲 谷 他1998:p。186)。

しか しながら,こ れまでの研究では 「気になる言葉づかい」や 「問題の

ある敬語」あるいは 「過剰敬語」の範疇の中で取 り上げてはいるが,実 際

の用例からの分析 ・結果はほとんどなされていない。そこで本稿では,収

集した用例 をもとに,実 際の言語活動に表れた敬意 について分析 し,そ の

妥当性について考えてみたい。

3.用 例収集 と分類

3-L用 例収集

「～(さ)せ ていただく」の多用が指摘 されて久 しいことについては既

にふれている。本稿では,日 常の言語活動に表れた誤用や敬意の表れ方の

妥当性について考察するため,用 例 をテレビの生番組を中心に収録し,そ

の中から必要部分を抽出し,そ れを文字化 した。テレビ番組からの収録は

その場の状況の流れも把握でき,何 よりも内容に現実味が感 じられるとい

う利点がある。分析に使用 した用例は,2002年2月 上旬から3月 にかけて

インタビュー,ゲ ス トとの対話,国 会での参考人答弁 ・質疑,ニ ュース番

組,ド ラマの会話部分,バ ラエティー番組などから幅広 く収録 した。
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また,新 聞のコラム,小 説やエッセイなどの会話部分からの収集を試み

たが,期 待 したわ りには見つからなかった。このことから,「～させてい

ただく」は,日 常会話での使用が一般的であるために,本 来の使われ方に

も敬意の表し方にも,変 化が生じやすいことを改めて実感 した。

3-2.分 類 方法

まず,「 ～(さ)せ て い た だ く」 に 関 す る86例 を文 法 的 な観 点 か ら内 容

別 に,以 下 の タイ プ1～4に 分 類 す る(全 用 例 は資 料1参 照)。

・タ イ プ1=和 語(一 段 動詞 〉 させ て い た だ く系:(用 例 数)

・タ イ プ2:和 語(五 段 動詞)せ て い た だ く系:

・タ イ プ3:漢 語(サ 変 動 詞)さ せ てい た だ く系:

・タ イ プ4:ご 漢 語(サ 変 動詞)・ お 和 語 させ て い た だ く系:

計

12例

33例

38例

3例

86例

3-3.分 類 結 果

86例 を も とに分 類 した結 果,接 続 の 形 で 問題 に な る のが タ イ プ(以 下,

T)2の 「和 語 五 段 動 詞」 に3例(資 料1:*2*3,*!3)見 られ た。T3

の 「漢語 サ 変動 詞 」 に表 れ た1例(資 料1:*18)は,言 葉 の使 い方 に問 題

が あ る。 これ に つ い て は,p.12の 用 例(12)で 述 べ る。

次 の1～4が 誤 用 の具 体例 であ る。

1)私,香 港 映画 をや ら させ て い た だ き ま して....(映 画 ポ ス タ ー を指

差 しな が ら)こ れ もボ クで す。 これ もボ クで す 。

「ぐるナ イ ン」 岡村 隆 史2002.2.8・19:00.日 本 テ レ ビ

2)(北 海 道 釧路 市 内 にあ る寿 司屋 の男 性 専 務)今 日 は,と び っ き りお

い しい と ころ を作 ら さ して い た だ きます 。

「究極 の逸 品 ・東西 対 決 」2002.3.3.20:00.フ ジテ レ ビ
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3)た だ い ま,担 当 をチ ー フに代 わ ら さ して い た だ きます 。

練 馬 エ ス テ ロ ワ イヤ ル サ ロ ンで(女)2002.3.

4)司 会 者:今 日 は林 先 生 に発 表 させ て い た だ き ます 。

文 章 ・談 話研 究会2002.3.2.

また,今 回の 分類 結 果 に表 れ た特徴 と して,次 の5点 が あ げ られ る。

LT2(和 語五 段 動 詞)に 表 れ た,い わ ゆ る 「さ入 れ言 葉 」 が 思 って

い た よ りも少 な い(上 記1～3)。

2。T2とT3(漢 語 サ 変 動 詞)の 使 用 度 が30例 を越 してい る。

3.4つ の タ イ プ の 中で,T3に 「使 役 ・許 可」 で 使 わ れ て い る もの

が,38例 と多 い 。 しか し,次 の2点 に 問題 が 見 られ た 。

a「 の んび り/チ ェ ック させ て い た だ く」(資 料1,No24,25参 照)

b「 ～ させ て い た だ く」 の単 独 使 用(資 料1,No26～30参 照)

aは 副 詞 と外 来 語 で あ り,bは,肝 心 の動 詞,そ の他 が 省 略 させ

て い る た め,映 像 の 動 作 か ら推 測 し な い と意 味 不 明 に な る。 こ こ

で は両 者 をT3の 範 疇 に入 れ てお く。

4.T4に 表 れ た 用 例 数 は極 端 に 少 な い 。 和 語 に関 す る もの は な く,

「ご漢 語 ～ させ て い た だ く」 に 関連 す る 「ご用 意 ・ご連 絡 ・ご答

弁 ・」 の3例 に留 ま った 。

5.国 会 で の 参 考 人 答 弁 ・質疑 応 答 で は,特 に 「(さ)せ て い た だ く」

が 頻 繁 に使 わ れ,使 役 ・謙 譲 表 現 は 特 に 「場 」 の レベ ル に深 く関

与 して い る こ とが伺 わ れ た。

4.考 察

次に分析例を示し,敬 意の表れ方がどのような場面で,ど のように表れ

ているかについて考察する。

分析の手順としては,紙 幅の関係上,T1か らT3に 属する用例の中か
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ら具 体 的 で,か つ,特 徴 の 表 れて い る もの を適 宜 に取 り出 し,そ れ らを下

記 の① ～⑤ の枠 内 で 考 察 して い く。T4に つ い て は用 例 数 が3例 と少 な い

ので,こ こ で は省 略 す る。 今 回の分 析 対 象 とな る用 例 は,(1)か ら(21)

の番 号 で 示 す 。 なお,(1)に はA,Bの2例 含 まれ るた め,用 例 数 は合

言十22と な る。

① 典 型 的 な 「許 可 求 め表 現 」(明 確 に 「許 可 ・恩 恵」 の 意 識 が あ る た め

違 和 感 が な い〉:用 例No(lA・B)(2)

② 「許 可 求 め 」 の 意識 は 明確 で は な い が 「恩 恵 」 が感 じ られ る の で,違

和 感 が ない:用 例No(3)(4)

③ 「許 可 求 め 」 の 意 識 が な く,「 恩 恵 」 も 「違 和 感 」 も明 確 に 感 じ られ

な い:用 例No(5)(6)

④ 「許 可 求 め」 の 意識 が な く,「 恩 恵 」 も明 確 に感 じ られ な いた め に違

和 感 が あ る:用 例No(7～11,13,)(12)は 誤 用例

⑤ 「許 可 求 め 」 と 「恩 恵 」 の意 識 が全 くな いた め に,違 和 感 が あ る:用

イ列No(14～21)

上記をまとめると,① ②は違和感がない。③では違和感が明確に感 じら

れないが,④ と⑤では違和感がある・特に⑤ に,「許可 ・恩恵」が絡んで

いないのに 「～(さ)せ ていただく」 を使 っているために,違 和感が生 じ

る典型例が含まれている。

以下に述べる用例に関連 し,「～させてもらう」の基本的な意味は,動

作の主体が主体以外の人物の許可を得てある行為を行うことによって,何

らかの恩恵を得るという意味合いがある。この 「～させてもらう」を謙譲

表現の 「～させていただ く」にすると,聞 き手への遜 り度がより強 く感 じ

られる(文 化庁1995,p.57)。
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T1:和 語(一 段動 詞)さ せ て い た だ く系

(1)① 旦 『説 明 させ て い ただ きた い』 『ひか え させ て もら った 』

民 主 党 野 田佳 彦:じ ゃ,政 府 見 解 につ い てお 尋 ね した い と思 い ます

が 。 この政 府 見 解 を 田 中議 員 は認 め られた とい う

こ となん で し ょ うか。

田 中真 紀 子 参 考 人:中 略 。 ち ょっ とA:説 明 させ て い た だ きた い と思

い ま す が....政 府 統 一 見 解 が 変 わ っ て き て

.こ れ(書 類)は 官 房 長 官 か ら院 内でB:ひ か

え させ て も らっ た もので して....

衆議 院予 算 委 員 会 参 考 人 質 疑1002.2。20.MIK.

(1)に はA:漢 語 系 とB:和 語系 の2例 が 含 ま れて い る 。(1)一Aは 「～ た

い」 を使 っ た表 現 で,「 許可 求 め 」 の 意識 が感 じ られ る 「宣 言表 現 」。(1)

一Bは 「書 類 」 を見 せ て も らうた め に行 動 した の は 「田 中参 考 人 」 で
,見 せ

る とい う 「決 定 権」 は官 房 長 官 に あ っ た。 書 類 を見 せ て もら う こ とで 「話

し手 」 に 「ひか え させ て もら った」、とい う 「利 益 」 が発 生 してい る。(1)

遣,B共 に違 和 感 は感 じられ ない 。

T2:和 語(五 段動詞)せ ていただく系

(2)① 一1『撮 らせ て い ただ きます 』

(25年 前,葉 山御 用 邸 近 くで天 皇 ・皇 后 両 陛 下 に)

近 くの住 民(女 〉:写 真 を撮 らせ て い た だ い て,よ ろ しい で し ょ う

か。

美 智 子妃 殿 下:急 いで お ります け ど....ど うぞ 。

「春 の 皇 室 ス ペ シ ャルj2002.3.8.19:30.TBS.

(2〉 は 「許可求め表現」の典型的な例 といえる。話 し手が 「聞 き手

(妃殿下)」 に写真を撮るための許可を求めている。もちろん 「決定権」
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は 聞 き手 にあ る ので,聞 き手 の 「許可 与 え」 を意識 した,丁 寧 な 許可 求 め

表 現 であ る。 「～ て よろ しいで す か」 に比 べ,「 ～ て よろ しい で し ょう か 」

の方 が よ り丁寧 で,「 場」 の レベ ル も考 慮 して い る。

T1:和 語(一 段 動 詞)さ せ てい た だ く系

(3)② 一1『見 させ て い ただ きます』

黒 柳徹 子:CMの 後 も アフ ガニ ス タ ンの 映像 を続 け ます 。 ユ ニ セ フ

が どん な こ とを して い る か,見 て ほ しいで す 。

加 藤 登紀 子:は い,ぜ ひ見 させ て い た だ き ます。

「徹子 の部 屋 」2002.2.28.13:20.フ ジテ レビ.

(3)で は 「見 て ほ しい です」 とい う依 頼 に,「 は い,ぜ ひ見 させ て い

た だ き ます」 と答 えて い る。 「見 る」 とい う行 動 も決 定権 も 「自分 」 に あ

る の で 「宣 言 表 現」 に入 る。 しか し,こ こで は 「見 る」 とい う言葉 の使 い

方 よ り も,む しろ謙 譲 表 現 の 「拝 見 した い と思 い ます」 の方 が 自然 で は な

い だ ろ うカ㌔

T2:和 語(五 段動詞)せ ていただ く系

(4)② 一1『使 わせ て い ただ きま した 』

黒 柳 徹 子:募 金 の お知 らせ で す 。 昨 年 も募 金 を し ま したが,今 年 も

お願 い した い と思 い ます 。 昨 年 の3億 円 は,ほ ん と1こ子

ど もた ちの ため に使 わ せ て い ただ き ま した

「徹 子 の 部 屋」2002.2.28.13:20.

(4)の 話 し手 は,「 昨 年 の3億 円 は,子 ど もた ち の た め に使 っ た 」 こ

と を強調 し,さ ら に 「昨年 同様,今 年 もお 願 い した い」 と募 金 の 協 力 を求

め て い る。 「使 わせ てい た だ きま した」 に 「許 可 与 え」 の要 素が あ っ て も,

「許 可求 め表 現 」 で は な く,「 宣 言表 現 」 に な る 。

一35一



T1:和 語(一 段 動 詞)さ せ て い た だ く系

(5)③ 一1『差 し控 え させ て い た だ き ます 』

民 主 党 野 田佳 彦:更 迭 を され て,今 の小 泉 総理 に対 す る,あ の,評

価 は ど うで し ょう。 率 直 な とこ ろ をお 聞 き した い

と思 い ます。

田中真 紀 子 参 考 人:あ の,評 価 は,あ の,国 民 の皆 さ まが 一 人 一 人

す る もの で,差 し控 え さ して い た だ き ます が

・o

衆議 院予 算 委 員 会 参考 人質 疑2002.2.20.

自分 の考 え を率 直 に言 うの を避 け,一 時見 合 わせ た い 場 合 に 「差 し控 え

る」 を使 う こ とが 多 い。(5)で は,小 泉 内 閣 に対 す る評 価 の 「決 定 権 」

は 「自分 」 に は な く,国 民 の一 人 一 人 に あ る こ とを 強 調 して い る 。 しか

し,「 差 し控 え させ て」 に 「話 し手 」 の意 志 が 強 く反 映 され て い る ため,

、「～て い た だ く」 の恩 恵 授 受 の 意 味 合 い は形 骸 化 し,む しろ イ ニ シ アテ ィ

ブ は 「話 し手」 にあ る よ うで,言 い 方 に違 和 感 を感 じる 。 しか し,こ の 違

和 感 は 明 確 な もの で は な い。 こ こ で は む し ろ,「 差 し控 え た い と思 い ま

す 」 の方 が す っ き りす るの で はな い だ ろ うか。

T3:漢 語(サ 変動詞)さ せていただく系

(6)③ 一1『中止 させ て い た だ きま す』

公 明党 上 田勇:ア フガ ン復 興 の 関連 につ きま して は,ち ょっ と この

辺 で 中止 させ て い ただ き ま して....次 に....。

衆議 院予 算 委 員 会 参 考 人 質疑2002.2.20.

(6)話 し手(自 分)が 聞き手(相 手)の 許可を得てある行為 を行 う 「許

可求め」表現のようになっているが,「許可求め」の意味合いはない。そ

れに,「恩恵」の授受 も違和感も特に感 じられない。
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T1:和 語(一 段 動 詞)さ せ てい た だ く系

(7)④ 一1『進 め させ て い た だ く』

和 泉 節子:(息 子 和 泉元 彌 の結 婚 に対 す る イ ン タビ ュー に答 え て)

じゃ,世 間 の皆 さ ま に ご納 得 し て い た だ け る よ う に,

きっ ち りと(準 備 を)進 め させ て い た だ くと,い う こ と

を10月 い っ ぱい で考 え ま して....。.。

「エ キ ス プ レス 」2002.2.15.9:30.TBS。

(7)「 行 動」 す るの は 「自分 」で,「 決 定 権 」 は 「世 間 の皆 さん 」 に迦

に もか か わ らず,あ た か も世 問の 皆 さん に あ る よ うな ニ ュ ア ンス で 「させ

て い た だ く」 を使 っ て い る点 に違 和 感 が あ る。 内容 か ら は,明 確 に 「宣

言 」 とは と らえ に くい が,「 宣 言表 現 」 の 範 疇 に入 る。 ま た,「 ご納 得 して

い た だ け る」 は 「世 間 の 皆 さま」 を高 め て い るが,敬 語 的性 質 上,誤 用 と

考 え られ る。 む しろ,「 ご納 得 い た だ け る よ うに」 か,「 納 得 してい た だ け

る よ うに」 が望 ま しい 。

(8)④ 一2は,「 ～ た い」 で表 現 して い る の で 「許 可 求 め 」 と重 な る部 分

が あ る。 しか し,「 私 の 方 か ら」 とい う表 現 が 「行 動 ・決 定 権 ・恩 恵 」 は

「自分」 側 に ある こ とを示 唆 して い るの に 「させ て い た だ く」 を使 っ て い

る と ころ に違 和 感 が あ る。

(8)④ 一2『申 しあ げ させ て いた だ きたい 』

田 中真 紀 子:(記 者 団 に外 務 大 臣更 迭 につ い て 質 問 を され)

後 日あ らため て,私 の方 か ら 申 しあ げ させ て い た だ き

たい と思 い ます の で.....む しろ,公 務 員 法 をつ くっ

てい た だかせ て....。

衆議 院予 算 委 員 会 参 考 人 質疑2002.2.20.

一37一



T2=和 語(五 段動詞)せ ていただく系

(9)④ 一1『渡 させ て い た だ い た』

芸 能 レポ ー ター:バ レイ ンタ イ ンの 方 は どうで した か。

田村 亮 子:あ あ,そ うです ね。 あ の(恋 人 の 谷 選手 に)手 作 りチ ョ

コ をで す ね,は い,渡 さ して い た だ き ま した 。 「お い し

い よ」 って 言 って くれ た んで ,一 生 懸命 作 って 良 か っ た

な って,、思い ま した。

「レッ ツ」2002.2.19.8:30.日 本 テ レ ビ.

(9)は 「行動 ・決定権」 も 「自分」側にある。「～を渡す」 というのは

本人の自発的な行為であり,特 別に 「許可求め」を必要としていない。そ

れに 「～さしていただいた」を使っているため,「大げさでへ りくだりす

ぎ」という違和感が生 じている。本人の相手に対する謙虚さは十分感 じら

れるが,言 葉の使い方が不適切である。むしろ,「あげました」か 「プレ

ゼントしました」の方が自然な感 じがする。

(10)④ 一2『読 ませ てい た だ い た』

山咲 トオ ル:楳 図 か ずお 様 の漫 画 は,小 学校 一 年 生 の時 読 ん だの が

き っか け な んで す け ど,あ の,オ ン ・タイ ム で全 部 読

ませ て い た だ き,私(わ た く し)の パ ー ソナ リテ ィ ー

の部 分 に30%ほ ど 「まこ とち ゃん 」 と昭和 の ア イ ドル

が入 っ てい るん です よ。

「は な ま るマ ー ケ ッ ト」2002.2,20。8:30.TBS.

(10)の 話 し手 は20代 後 半 の男 性 だ が,女 性 的 な 言葉 使 い や ジ ェス チ ャ ー

で最 近 人 気 の あ る ホ ラー 漫 画 家 で あ る。30分 の 話 し時 間 中,「 そ の 言 い 方

が どの く らい丁 寧 な の か」,ま た,丁 寧 に言 っ て 「相 手 」 を高 め よ う とす

る意識 の表 れ か,「 ～ させ て い た だ く」 の多 用 が 目立 っ た。
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この 場 合,特 別 に 「楳 図 か ず お様 」 の 許 可 を得 て 漫 画 を 読 む 必 要 は な

か っ た の だ か ら,「 読 み ま した 」 が望 ま しい 。 こ の よ うな 「～(さ)せ て

い ただ く」 表現 が,特 にマ ス コ ミを通 じて,広 が っ て い く可 能 性 が 強 い こ

とを実 感 した 。

T3:漢 語(サ 変動詞)さ せていただく系

(11)④ 一1『手 術 させ て い ただ きた い』

ア ナ ウ ンサ ー(男):橋 本前 総 理 は28日 午 前2時 半 頃,都 内の 病 院

に緊急 入 院 しま した 。 検査 の 結 果,僧 帽 弁 閉

鎖 不完 全 と診 断 され,そ れ に肺 炎 も併 発 して

い る こ とが 判 明 しま した。 医 師 団 はで きる だ

け早 い 時期 に手 術 させ てい た だ きた い と話 し

てい ます。

F梱 ニュ ー ス 「レイ ンボ ー発 」2002.3.28.20:55.

(12)誤 用 例:『 発 表 させ て いた だ き ます』

司 会 者:今 日は林 先 生 に発 表 させ て い た だ きます 。 筑 波 大 学 で は 先

生 の 講義 を聞 かせ て い た だ い て,そ の 時 の講 義 ノー トは 今

で も大事 に とって あ ります 。

文 章 ・談 話研 究 会2002.3.2.15:00.

(11)の 場合,本 来なら手術の有無は医師が決定し,そ れを 「相手(患 者

側)」 に伝えるが,内 容からは,医 師側に手術の 「決定権」がないように

感じられる。医師団は 「緊急手術の許可」を求めているにもかかわらず,

内容からは聞き手の対象(家 族,橋 本派の皆さん?)も はっきりしないた

めに 「誰かの許しを得て」のニュアンスが弱 くなる。内容は 「許可求め」

で表現 しているが,「宣言」を表現意図 とした 「宣言表現」である。

「～させていただ く」の代わりに,む しろ,「医師団はできるだけ早い
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時期 に,手 術 したい と考 えて い る」 の方 が す っ き りす る と思 う。

(12)に 関連 し,林 先 生 には数 カ 月前 か ら講演 を依 頼 し,無 事3月2日 に

その 運 び とな った 。 この場 合,講 演 す るの は林 先 生 で あ って,司 会 者 で は

ない の だ か ら,司 会者 の 「～ させ てい た だ く」 とい う言 い方,さ らに 「発

表」 とい う言 葉 の使 い方 の両 方 に違 和感 を感 じる。

ま た,「 先 生 が 発 表 す る とい う行 為 を今 日出席 の皆 さん に許 可 して い た

だい て うれ しい」 とい う気 持 ちで 言 った の であ れ ば,林 先 生 に失礼 にあ た

るか も しれ な い・ む しろ謙 譲 表 現 の 「～ に ～て い た だ きます 」 か,尊 敬 表

現で 「～が ～ て くだ さい ます」 の 方 が,「 場 」 と 「ス ピ ニチ 」 の 両 レベ ル

に合 った 言 い方 だ と、思わ れ る。

(13)④ 一2『抗 議 させ て い た だ きま した』

社 民 連 保 坂展 人:田 中前 大 臣 は突然 更迭 され,野 上次 官 もや め られ

た。 こ れ に対 し,鈴 木 議 員 は 「こん な にい く とは

思 わ なか った」 と31日 の新 聞 に報 道 です が,こ の

こ と に対 し,「 意 外 だ っ た」 と か,「 う ま くい っ

た」 とか,こ うい う ご とな ん で し ょうか 。

鈴 木 宗男 参 考 人:こ れ も明確 に してお きた い 。 こ れ は私 の発 言 で は

な い は ず で す 。(中 略)私 は きち っ と(報 道 した

新 聞社 に)抗 議 させ て い た だ きま した 。

衆議 院予 算 委 員 会 参考 人質 疑2002.2.20.

(13)「抗議をする」 という行為は,鈴 木参考人が自身の名誉回復 のため

にしたことであり,特 別に誰かの許可を必要としない。それに,不 本意な

報道に対 して抗議をしたのだから,「～させていただ く」 を使 うことに違

和感を感 じると同時に,「場」 と 「スピーチ」 レベル上の違和感がある。

むしろ,「抗議いた しました」の方が 「場」のレベルにあった適切 な言い
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方だと思われる。なぜ なら,「～いたす」は主体の動作を高めずに聞 き手

(総理大臣も含め,衆 議院予算委員会に出席した議員たち)に 敬意を示す

ことによって,聞 き手を強 く意識 した表現になるからである。

T1:和 語(一 段 動 詞)さ せ て い た だ く系

(14)⑤ 一1『閉め させ て い ただ きます 』

a各 駅 停 車 の所 沢行 きで す 。 ドア を 閉 め させ てい た だ き ます 。

b発 車 い た します 。 ドア を閉 め させ て い た だ き ます 。

西 武新 宿 ・池 袋 線2002.2月.

(14)『 閉 め させ て い た だ く』 は,本 研 究 の発 端 と な っ た表 現 で あ る。 こ

れ につ い た は,「 許 可 求 め」 と 「宣 言 」 の双 方 か ら考 えて み た い 。

まず,「 許 可 求 め 」 で考 え た場合,「 ドア を閉 め る」 とい う行 動 は 「鉄 道

側」 に あ る が,「 ドア を 閉 め て もい い で す よ」 とい う 「決 定 権 」 は聞 き手

の 「鉄 道 利 用 者 側 」 にあ る。 しか し現 実 に は,「 ドア を 閉 め る」 こ とに対

す る 「決 定 権 」 は 「鉄 道 側 」 にあ っ て,「 鉄 道 利 用 者 側 」 に は な い。 つ ま

り,「 鉄 道 側 」 は不 特 定 多 数 の我 々 に代 わ っ て ドア を閉 め て い る こ とに な

る。a,bの 内容 か ら は,「 乗 客 の許 し を得 て 」 「ドア を閉 め る こ と を許 可 し

てい た だ い て」 の ニ ュ ア ンスが 強 く伝 わ る た め,聞 き手 側(鉄 道 利 用 者 〉

に,使 役 ・許 可 表 現 を用 い る ことに対 す る違 和 感 が 生 じる。 ま た 「～ させ

て い た だ く」 の一 般 的 な 本 質 を 「許 可 ・恩 恵」 と考 えた 場 合,「 鉄 道 側 」

は 「ドア を閉 め る」 こ と に よ って 「鉄 道利 用 者側 」 か ら 「恩 恵 」 を受 け て

い る とは考 え に くい。 む しろ鉄 道 側 の 責 任 上,ド ア を 開 け た ら閉 め る のが

当 然 で あ っ て,ド ア を閉 め る たび に,「 閉 め させ て い た だ き ます 」 は改 ま

り度 が 高 す ぎて 違和 感 が あ る。反 対 に 「ドア を開 け させ て い た だ きます 」

は,緊 急 時 以外,聞 い た こ とが な い。 「閉 め る」 とい う行 為 は 「開 け る」

に比べ,特 別 な動 作 だ と も考 えに くい。

次 に,表 現 意 図 を 「宣 言 」 と考 え た 場 合,「 ドア を 閉 め る」 とい う 「行
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動」 とそ の 「決 定 権 」 は 「鉄 道 側」 に生 ず る。 つ ま り,「 閉 め させ て い た

だ き ます」 と言 い 切 る こ と に よ って,「 決 定権 」 が 「鉄 道 側 」 に あ る こ と

を宣 言 して い る こ と に な る。 しか し現 実 には 「鉄 道 利 用 者 」 は ドア の 開

け ・閉 め に 関与 で き な い規 則 に な っ て い る。 これ らの点 か ら考 え る と,

「～ させ て い た だ く」 は 「宣言 表 現 」 の 一 つ と して使 え る こ とに な る 。

しか し,「 宣 言 表現 」 の枠 に入 る と して,「 押 しつ けが ま し さやへ り くだ

りす ぎ」 の違 和 感 を感 じる。 この 点 に関 して は6.で ふ れ る 。

(15)⑤ 一2『申しあげさせていただきます』

田中真紀子:結 論から申しますと,棒 を飲む思いで了とせざるを得

なかったと申し上げさせていただきます

(15)(16)(17)は,衆 議 院予 算 委 員 会 参 考 人 質疑 での や りと りで あ る。

(15)の 「棒 を飲 む思 い で 了 とせ ざ る を得 な か った」 とい う表 現 が,「 行

動 ・決定 権 ・利 益」 は 「自分 」 側 にあ る こ とを示 唆 して い る 「宣 言 表 現 」

にな る。 しか し実 際 に は 「許 可 ・恩 恵 」 が 絡 ん でい ない の に 「させ て い た

だ く」 を使 った と ころ に違 和 感 が生 じてい る。

(16)T2:和 語(五 段 動 詞)せ て い ただ く系

⑤一1『終わらせていただきます』

共産党佐々木憲昭:ま,時 問が参 りましたので,私 の質問を終わら

せていただきます。ありがとうございました。

委員長:こ れにて佐々木 くんの質疑は終了いたしました。

(17)⑤ 一2『終わらせていただきます』

民主党上田勇:あ の,川 口外務大臣の今後の取 り組みを期待いたし

まして,質 問を終わらせていただきます。
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(16)(17)は(15)同 様,「 宣 言表 現」 に な る 。 つ ま り,「 終 わ る」 とい

う行 動 と決 定 を 「自分」 が 「宣言」 して い る が,「 許 可 ・恩 恵」 が絡 ん で

い ない ため,「 ～せ て い た だ く」使 用 に よ る違 和 感 が 生 じて い る。

T3:漢 語(サ 変動詞)さ せていただ く系

(18)⑤ 一1『終 了 させ て い ただ きます 』

ス チ ュ ワ ー デ ス:免 税 品の 販 売 は とれ に て 終 了 させ て い た だ き ま

す 。 どう もあ りが と う ご ざい ま した。

(19)⑤ 一2『停 止 させ て い た だ きます 』

スチ ュ ワー デ ス:ま もな く成 田 に到 着 い た します 。 ベ ル ト着 用 の サ

イ ンが つ きます と,す べ ての サ ー ビス を停 止 させ

て い ただ きます 。

JD254便.2002.3.22。15:05.

(18)(19)は,「 許 可 」 を得 てい る か の よ う に表 現 してい るが,実 際 には

「許 可 求 め ・恩 恵 」 は発 生 してい ない,「 あ たか も許 可 求 め表 現 」 に な っ

て い る。 「させ て い た だ きます 」 と言 い 切 っ て い る た め 「宣 言 表 現 」 に な

る 。 しか し,「 許 可 ・恩 恵 」 が 介在 して い ない の に 「させ て い た だ く」 を

使 っ てい るた め の違 和 感 が あ る。

(20)⑤ 一3『辞退させていただきました』

自民党浅野議員:(中 略)ど うして前職をやめられたんですか。

鈴木宗男参考人:大 事な国民生活を司る予算審議が遅延 したり,遅

滞 してはいけない,こ んな思いもありまして,私

は自ら開発庁長官の職を辞退させていただきまし

左。

衆議院予算委員会参考人質疑2002。2.20.
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(20)「 私 は 自 ら～ を辞 退 した」 に注 目 した場 合,「 許 可 ・恩 恵 」 の 意 味合

い は感 じら れず,む しろ,「 宣 言 表 現 」 の 意 図 とす る 「決 定 権 」 が鈴 木 参

考人 に 生 じて い る。 そ れ に 内 容 か らは,「 特 別 に誰 か の 許 し を得 て の行

為」 の ニ ュ ア ンス よ りも,む しろ 「予 算 審議 の遅 延 ・遅 滞」 のせ い に して.

責任 を 回避 してい る よ うに も感 じられ る とこ ろ に違和 感 が あ る 。

この場 合 は(13)同 様,「 「辞 退 い た し ま した」 の 方 が 「場 」 の レベ ル に

合 っ た適 切 な言 い 方 だ と思 われ る。 なぜ な ら 「～ い たす 」 は主 体 の動 作 を

高 めず に聞 き手 に敬 意 を示 す こ と に よっ て,聞 き手 を強 く意 識 した表 現 に

なるか らで あ る 。

(21)は 「要約 す る」 とい う 「行 動 ・決 定 」 を 「自分 」 が 「宣 言 」 して い

る 「宣 言 表現 」 に な る。 しか し,実 際 に 「許 可 ・恩 恵 」 が 絡 んで い な い の

に,「 ～ させ て い た だ く」 を使 った た め に違 和 感 が感 じ られ る。

(21)⑤ 一4『要 約 させ て い た だ きます 』

(ゲス トの 議 員2～3人 の意 見 を聞 い た あ と)

ア ナ ウ ンサ ー(男):そ れで は ご意 見 を要 約 させ て い た だ きます 。

「ザ ・ワ イ ド」2002.2.22.13:55.日 本 テ レ ビ.

5.ま と め

最 近,特 に 「～ させ て いた だ く」 表 現 が 不 適切 な使 われ 方 を して い る の

で は ない か,と い う疑 問 か ら用 例 を集 め,考 察 して きた 。 こ こで は22例 と

い う限 られ た例 の 中か らで は あ る が,そ の 分析 結 果 を も と に,初 め に提 示

した 仮 説 の妥 当性 につ い て ふ れ,ま とめ とす る 。

す で に3-3で ふ れ た が,今 回 の 調 査 で は,敬 語 上 で 問題 に な る のが4例

と予想 外 に少 なか った 。誤 用 例 はT2(和 語 五 段 動 詞)に3例 とT3に1

例 見 られ た。 特 に問 題 にな る の はT2に 関 わ る誤 用 で,職 業 は タ レン ト,

板 前,美 容 師 な ど,日 頃接 客 に携 わ っ て お り,20代 に多 い。 こ の こ とか ら

「そ の言 い 方 が どの く らい丁 寧 なの か わ か らない まま,乱 暴 に 聞 こ え る よ
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りは,う ん と丁 寧 に言 って お け ば間違 い な い(朝 日新 聞2002.L28)」 とい

う気 持 ちが,「 ～(さ)せ て い た だ く」 の多 用 や誤 用 に表 れ て い る の で は

ない か と,推 測 され る 。

しか し前 者 の4例 に比 べ,使 役 形 を使 っ た 「許 可 表 現 上 」 の 問 題 が 予 想

以 上 に発 生 してい る。 今 回 の用 例分 析 か らは,明 確 に 「許 可 求 め 表 現 」 と

して考 え られ る の が用 例(2)の1例 の み で,(7)(10)(11)は 「宣 言

表 現 」 と重 な る部 分 は あ る もの の,他18例 は 「宣 言 表 現 」 に な る とい う結

果 を得 た 。

ま た,違 和 感 の 是 非 に つ い て は 「許 可 求 め 表 現 」 同様,「 許 可 ・恩 恵」

が 絡 んで い ない 「宣 言 表 現」 に 「～(さ 〉 せ て い た だ く」 を使 った場 合 に

違 和 感 が 生 じて い る とい う こ と も確 認 で きた。 こ れ に は,「 言 葉 の使 い 方

や言 い 方 に よ る 違 和 感jが14例(用 例:7～11,13～21),「 場 」 と 「ス

ピーチ」 レベ ルの 双 方 に明確 に表 れ た違 和 感 が4例(用 例:8,13,15,

20)含 まれ る。 用 例 別 に ま とめ る と,次 の よ う に な る。

「許可 求 め表 現 」

・違 和 感 あ り=0例

・違 和 感 な し:用 例(2)計1例

「宣 言表 現 」

・特 に違 和 感 な し(×)1用 例(1A・B ,3,4)計4例

・違 和 感 あ り(△):用 例(5 ,6)計2例

・明確 に違 和 感 あ り(○):用 例(7～11 ,13～21)計14例

(用例(12)は 誤 用 の ため 除 外)合 計21例

敬語表現は 「スピーチ」 と 「場」のレベルの双方に深 く関与しているこ

とは良 く知られている。今回の実例からは,特 に公の場では 「話 し手」が

丁寧さを強調するあまり,逆 に 「へ りくだりす ぎて不自然」な言い方にな

ることが観察 された。以上の結果から,仮 説1の 妥当性は認められる。
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次 に,「 ～(さ)せ て い た だ く」 に表 れ た和 語 系 と漢 語系 の使 用 度 数 を

ま とめ る と,下 の1～3に な る。

1「 許 可 求 め表 現 」

・和 語 系(用 例No .2):1例

・漢 語 系:0例

2「 許 可 を与 え る」 「受 ける」 の どち らか の要 素 が入 っ てい るが,「 宣言

表 現 」 に な る。

・和 語 系(用 例No .3～5,7～10〉:7例

・漢 語 系(用 例No 、6,11,13)=3例

3「 宣 言表 現 」

・和語 系(用 例No .1B,14～17)15例

・漢語 系(用 例No .TA,12,18～21):6例 合 計22用 例

「～(さ)せ ていた葦く」は 「許可求め表現」 と 「宣言表現」の双方に

使われるが,今 回の結果からは,上 記の2に おいては和語系が多めに使わ

れ,3に おいては,そ の使われ方に差がないことがわかる。

以上,「 ～(さ)せ ていただ く」に関する用例分析を通 じて,そ の使わ

れ方の現状把握,そ して,敬 意を分析することによって,そ の妥当性の一

端を把握することができたと思う。

6.今 後 の課 題

何 度 か ふ れ て きた が,「 ㌻ させ てい た だ く」 とい うの は 「～ させ る」 と

い う使 役 ・許 可 に,恩 恵 を受 け る 意 味 合 い の 「～ て も ら う」 の敬 語形 が,

「～ て い た だ く」 に な った もの で あ る。 しか し これ まで の分 析 か らは,本

来の 「恩 恵期 待 の た め の許 可願 い」 か 「依 頼」 な の か ど うか,は っ き り し

ない ケ ー ス が 多 々 見 られ た こ と と,「 閉 め させ て い た だ く」 の よ うに 「許

可求 め」 と 「宣言 」 の両 方 か ら考 え られ るケ ー ス が見 られ た。

私 見 で は,ド ア の 開 け ・閉 め の動 作 に 「～ させ て い た だ く」 を使 うので
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あれば 「敬語表現上」の問題が発生すると思われるし,鉄 道利用者へ日頃

の 「恩恵 ・感謝の気持 ち」 を示すのであれば,「宣言」の趣旨とは合わな

いようにも思 える。「宣言」の他の言い方に 「～します」がある。むしろ

これまでのように,「 ドアが閉まります」の方が 「ドアを閉める」ことの

「決定権」が鉄道側にあることがはっきりする。これを謙譲 ・使役表現 と

してとらえるか否かについては,今 後,さ らに考えてい きたい。また,す

べての用例分析に関しては,諸 家のご批判 を待つ次第である。

最後に,「～(さ)せ ていただく」の多用は今後も変わらないように思

える。それによって日本人の敬語意識がどのように変化 していくか,そ の

推移に注目したいことを述べ,終 わりにする。

7.日 本 語 教 育 へ の応 用

国 際 部 使 用 の教 科 書(TJ)で は,初 級 後 半 の38課 「使 役 形 」 導 入 後 に

「～ させ てい た だ く(BeAllowedtodo～)・ させ て い た だ きた い」,39課

で 「～ させ て い た だ け ます か(Seekingformalpemission)」 が 出 て くる。

す で に18課 で 「～ て もい い で すか(Askingforpemission)」,19課 「～ て

い た だ け ませ んか(ahumblewayofaskingforafavor)」 が導 入 済 だが,

毎 年 大 変 混 乱 す る 。 三輪(2000)に よれ ば,"Thankyouforallowingusto

serveyou"を 観 光 バ スの 車 内 掲示 で 見 た こ とが あ る そ う だが,「 使 役 ・謙

譲 表 現 を使 った 許可 ・恩 恵 求 め」 は英 語 に は一 般 に見 られ な い そ うだ。

以 下 に,筆 者 が授 業 で 行 ってい る一指 導 法 を紹 介 す る 。

学 生 に は まず,次 の よ う な概念1),2)を 入 れ,3)へ 進 む 。

1)あ なた に して もらい た い場 合 の頼 み 方(～ て)

2)私 が した い場 合 の 頼 み 方(～ させ て)

3)Vて 形 とV(さ)せ て 形 を対 比 させ て 口頭 練 習 。

Vて くだ さ いV(さ)せ て くだ さい

も らえ ませ んか も ら え ませ ん か

くだ さい ませ ん か くだ さい ませ ん か
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い た だ け ます か い た だ け ます か

い た だ け ませ んか い た だ け ませ んか

い た だ きた い んで す が い た だ きた い んで す が

4)発 展 練 習

例1先 生:Aさ ん,暑 いか ら窓 を開 け て いた だ け ませ んか 。

学 生:は い 。(Aが 窓 を開 け る)。

例2学 生:先 生,暑 いか ら窓 を開 け させ てい た だ け ませ んか 。

先 生:は い,・ど うぞ 。(学 生 自身が 開 け る)

5)応 用 練 習:AとBが ペ ア に な り,1)と2)の 言 い 方 で練 習 。 下 の1～

3は 例1に,4～6は 例2に 関 連 させ る。

1

2

3

4

5

6

宿題を集めていただけませんか。

電気をつけて ・消 していただきたいんですが。

会話を読んで もらえませんか。

明日病院へ行 くので休ませていただきたいんですが。

用事があるので,午 後帰らせていただけませんか。

できれば,試 験はあさって受けさせていただきたいんですが。

留意点 として,例 えば 「休ませていただきます」と 「宣言表現」になら

ずに,「休 ませていただきたいんですが」「休ませていただいてよろしいで

しょうか」のように,「許可求め表現」になるように指導する。

本稿の執筆にあたり,早 稲田大学大学院日本語教育研究科の蒲谷宏氏に

数々の貴重なご指摘をいただいたことに,心 から感謝申し上げます。
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資料1

タ イ プ1:和 語(一 段 動 詞 系)さ せ てい た だ く 計12例

1

2

3

0N

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

町 会 会計 に繰 り入 れ させ て い た だ き ます 。

ドア を閉 め させ てい ただ きます(2)

棒 を飲 む思 い で了 とせ ざる を え なか った と 申 し上 げ させ て い た だ き

ます 。

準 備 を進 め させ てい ただ くとい う こ とで....

衆 議 院 内 で ひ か え させ て(書 き取 らせ て)い た だ い た。

後 日あ らた め て,私 の 方 か ら申 しあ げ させ て い た だ きたい と思 い ま

す ので....

ご答 弁 を続 け させ て い た だ きたか った...。

小 泉 総 理 に た いす る評 価 は さ しひか せ させ て い た だ きたい と....

亡 くな った娘 に いい 夢 をみ させ て も らい ま した 。

はい,ぜ ひ見 させ て い た だ きます 。

NGOに つ い て の一 項 目 を設 け させ て お り ます け れ ど も....

タイプ2:和 語(五 段動詞系)さ せていただ く 計33例

No1.

*2 .

*3 .

4.

5.

6.

7.

30名 の 方 に送 らせ てい た だ きます 。

チ ー フ と代 わ ら させ てい た だ きます ・

今 日は とび っ き りお い しい とこ ろ を作 ら さ して い た だ きます 。

これ で 質 問 を終 わ らせ て い た だ き ます 。(2)

話 を させ て い た だ きま した 。(2)

手 作 りチ ョ コを渡 させ て い た だ き ま した 。

そ うい った こ とを念 頭 に入 れ て書 か せ て い た だ き ま した。
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8.診 療所 をつ く らせ て い た だい た。

9.子 供 た ちの た め に使 わせ てい ただ い た 。

10.(番 組,鑑 定 団,な つ か しい 会)に 出 させ てい た だ い た 。(5).

11.私 の 政 治資 金 の方 か ら出 させ てい ただ い た 時.....

12.勉 強 会,会 長,取 引 をや らせ てい ただ い て...(5)

*13 .香 港 映 画 をや ら させ て い た だ きま して....

14.写 真 を と らせ て い た だい て,よ ろ しい で し ょう か。

15.話 を きかせ て い た だい て....(4)

16.オ ン ・タイ ム で読 ませ て い た だ き....

17.話 させ て い た だ きたい 。

18.す っ き りと見二 つ に な らせ て くだ さい 。

19。 ち ょっ と私 も加 わ ら して くだ さい っ て.....

20。(い ろ ん な思 い を〉 お こさせ て くれ る とい う.....

タイ プ3:漢 語 サ変 ・和 語 させ て い た だ く 計38例

No1.確 認 を させ て い た だ きた い ん です が...。

2.協 議 を させ て い た だ きます/た い と思 って..

3.共 演 させ て い た だ きたい と思 っ て.....

4.言 及 させ て い た だ い た んです が.....

5.検 討 させ て い た だ きたい 。

6.抗 議 させ て い た だ きま した。

7.質 問 を させ て い た だ きます。

8.指 摘 を させ て い た だ きま した。(2)

9.手 術 させ て い た だ きたい と話 して い ます 。

10.仕 事 させ て い た だ い て....(4)

11.終 了 させ て い た だ きます 。

(2)
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12.辞 退 させ て い た だ き ま した 。

13.説 明 させ て い た だ きた い と思 い ます が...

14.対 談 させ て いた だ い た 時 に..。.

15.中 止 させ て いた だ き ます/さ せ てい ただ き ま して....(2)

16。 提 示 させ てい た だ き ま した。

17.停 止 させ てい た だ き ます。

*18 。発 表 させ てい た だ き ます 。(2)

19.勉 強 させ て い た だ き ま した。(2)

20。 明確 に させ て い た だ きます 。

2L明 確 に させ て も らい ます 。

22.連 絡 させ て い た だ きます 。

23.要 約 させ て い た だ きます 。

24.の ん び りさせ て も らっ た

25.チ ェ ック させ て い た だ き ます 。

26.(人 事 は私 に しっか りと)さ せ て い た だ け ませ ん か。

27.(そ の点 もっ と は っ き り)さ して お き ます け どね 。

28.(そ の よ うに)さ せ て い た だ き ます(と い う答 え をい た だ い た)。

29.私 も(も の真 似 を)さ せ て も らっ て....

30.そ の 次 に(料 理 の続 き を)さ せ て い ただ い て..。..

タ イ プ4:ご 漢語 ・お 和 語 させ てい ただ く 計3例

No1.ご 連 絡(を)さ せ て い た だ きます 。

2.ご 用 意 させ てい た だ き ます 。

3.ご 答 弁 続 け させ て い た だ きか っ た
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